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中央労働災害防止協会 

 

中災防が国内初の認証登録！ 
―日本版労働安全衛生マネジメント規格(JIS Q 45100)― 
 

中央労働災害防止協会（中災防）はこのほど、2018年９月 28日に発行された

日本版労働安全衛生マネジメント規格「JIS Q 45100」に基づき、国内では初と

なる認証登録を行いました。 

今回認証登録されたのは、登録順（※１）に、日本ガイシ株式会社、ＮＴＮ株式

会社 桑名製作所、株式会社 明治 関西栄養食工場の国内３企業･事業場です。 

 

 JIS Q 45100は、先に発行された労働安全衛生マネジメントシステムの国際規

格「ISO45001」に、４Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔）活動や危険予知（ＫＹ）活

動といった職場で日常的に行われている安全衛生活動や、昨今、高い関心を集め

ている働く人の健康確保の取り組みなどを要件に加えた日本独自の規格で、よ

り高い労働災害防止効果をねらいとしたものです。 

 JIS Q 45100には ISO45001が含まれており、JIS Q 45100への適合性が認め

られると、国際通用性のある ISO45001の認証登録も同時に行うことができます。 

  

中災防は、2017 年 10 月に国内初となる ISO45001 の認証登録を日本ガイシ名

古屋事業所に実施し、2018 年１月にはＮＴＮ桑名製作所に実施しています。そ

れぞれサーベイランス審査（認証維持審査）のタイミングに合わせて、適用規格

を引き上げ、JIS Q 45100にしました。 

日本ガイシは今回、併せて、知多事業所、小牧事業所などすべての製造拠点に

認証範囲を拡大し、企業単位での認証登録としました。 

また、明治 関西栄養食工場は、JIS Q 45100が発行されることを見据えて取

り組みを進め、食品製造業として初めての認証登録となりました。 

ＮＴＮと明治は、さらに他の事業場の JIS Q 45100認証取得を目指すとして

います。 

 

 中災防では、これまで厚生労働省の労働安全衛生マネジメントシステム指針                               

に基づく認証「JISHA 方式適格 OSHMS 認証」（※２）を 15 年間継続してきました。 

                               （裏面へ続く） 

PRESS RELEASE 



                            

そこで培った審査経験や、現場の安全衛生管理に詳しい審査員を擁する強みを 

生かし、今後も労働災害防止や安全・健康な職場づくりにつながる JIS Q 45100

や ISO45001の認証事業を積極的に展開していきます。 

 
（※１）日本版労働安全衛生マネジメント規格（JIS Q 45100）の認証登録 

  日本ガイシ株式会社   （登録番号 JISHA-1） 

  ＮＴＮ株式会社 桑名製作所  （登録番号 JISHA-2） 

  株式会社 明治 関西栄養食工場 （登録番号 JISHA-3） 

 
（※２）「JISHA方式適格 OSHMS認証」とは、厚生労働省の労働安全衛生マネジメントシステム

指針と ILO（国際労働機関）のガイドラインに沿った、中災防独自の JISHA方式適格 OSHMS

基準による認証審査を実施し、認証更新ごとに災害発生率の低下など事業場における安

全衛生活動のレベルアップにつながる実績を有するものです。 

 

（参考）JIS Q 45100と ISO45001の関係 

   厚生労働省は、経済産業省と協議し、ISO45001 に日本で従来から取り組まれている

安全衛生活動等を加え、継続してその活動に取り組むことで、労働災害防止および働く

人の安全と健康の確保に、より高い効果をもたらす労働安全衛生マネジメントシステム

として JIS Q 45100を作成しました。 

 

 

※この資料は、厚生労働記者会、厚生労働省労政記者クラブ、厚生日比谷クラブ、自動車産業記

者会に配布しています。  
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